
 

 

 

出 題 実 績 集 
■ペーパーテスト | 総合型選抜・学校推薦型選抜 

■小論文出題テーマ | 総合型選抜 

 

 

【ペーパーテスト】「読解力」と「数的理解」を測る基礎的な問題を出題。試験時間 10分間 

【小  論  文】当日提示されるテーマについて 600字～800字で作成。試験時間 60分間 

 

※上記は 2024年度入学試験における試験実施方法（試験時間等）です。 

2025年度入学試験での実施方法は必ず 2025年度入学試験要項を確認してください。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ペーパーテスト（読解力） 出題実績❶ 

 

以下の文章を読んで、問１～４に答えてください。 

 

ちょうど 10 年前、オーストラリアで取材拠点を（１）開設する（２）任務を担った。地元の弁護士に相談

しながら法人登録し、物件探しで不動産屋を回った。現地スタッフの募集を始める際、最低賃金が時給

1500円を超えると知って目をむいた。当時の日本は 700円台だった。 

その豪州は今月 1日から、最低賃金を約 2200円に改定した。物価高を背景に前年比 8.6%、約 170円

のアップである。財界からの反対を押し切り、過去最大級の引き上げ幅だという。労働組合は「低賃金

労働者の勝利だ」と歓迎した。 

日本でも一昨日、厚生労働省の審議会が最低賃金の目安をまとめた。全国平均で初めて千円を超えた

と聞いても、驚きはない。この物価高で 41円増えたくらいでは、追いつかないだろう。豪州に限ら

ず、他の先進国と比べても日本の最低賃金は低い。英独仏などはロシアによるウクライナ侵攻後、イン

フレ対応として急いで引き上げた。今回の目安通りに上がっても、日本はａ)これらの国の 6割程度にと

どまる。 

1990 年代末から（３）駐在したフィリピンでは、出稼ぎ労働者の間で日本の人気は高かった。経済を支

える主要な送金元のひとつが日本だった。だが、「失われた 30 年」で（４）賃金は伸びず、円安でさらに

魅力は色あせた。先進国には水をあけられ、新興国との差も縮まった。日本国内では人手不足が進むな

か、近年は豪州などへ働きに行く若者らも目立つ。そんな状況での「千円越え」は、やはり遅すぎたと

言うしかない。 

出典：朝日新聞 天声人語 2023年 7月 30日 

問１ 傍線部１～４の漢字の読み方をひらがなで記入してください。（1点×4問） 

（１）開設（  かいせつ    ）        （２）任務（ にんむ     ） 

（３）駐在（  ちゅうざい   ）        （４）賃金（ ちんぎん    ） 

 
問２ 傍線部ａの「これらの国」とは何か。本文の内容に即して、説明してください。（2点） 

 

 

 

問３ 1990 年代末、出稼ぎ労働者の間で日本の人気は高かった。一方、日本国内では人手不足が進むな

か、近年は豪州などへ働きに行く若者らも目立つという。日本は、今後どうすればいいか。あなたの考

えを述べてください。（2点） 

 

 

 

問４ この本文の内容に適したタイトルをつけてください。（2点） 

 
 
 

 

 

（豪州を含めた）他の先進国 

（解答例）豪州以上（現状より更なるないし他の先進国程度）の最低賃金を引き上げる。 

（解答例）日本における最低賃金の現状と国際比較 
 



ペーパーテスト（数的理解） 出題実績❶ 

下のグラフは、1996 年から 2006 年までの木材需要量の推移を用途別に表したものです。このグラフに
ついて述べている 3 つの文章について、グラフから読み取れる情報から、A「正しい」、B「正しくない」、
C「どちらとも言えない」のどれが当てはまるかを答えたうえで、その理由も説明してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 文章 1  調査年の間は一貫して、合板用材が最も儲かっていなかった。 

【解答】2 点／【理由】１点 
解答 理由 

C グラフは需要量に関するものであり、金額まではわからない。 

 

 文章 2  1996 年と 2006 年を比べると、すべての用途について需要量が減少している。 

【解答】2 点／【理由】１点 
解答 理由 

A いずれの用途についても、1996 年がピークであるため。 

 

 文章 3  2000 年以降、製材用材とパルプ・チップ用材の需要量の差は広がる一方であった。 

【解答】2 点／【理由】２点 
解答 理由 

B 2002年から 2003年にかけて、わずかに差が縮んでいる。 

 

 



 

 

 

ペーパーテスト（読解力） 出題実績❷ 

以下の文章を読んで、問１～４に答えてください。 

 

オムレツにスープ、ケーキ。外食費が高いオーストラリアで働いていたころ、20 代の現地スタッフが

何でもマグカップでつくるのに驚いた。材料をカップに入れ、電子レンジでチン。数分で昼食が完成す

る。味見させてもらうと 1結構おいしい。彼女に聞いてレシピをネットで調べたら 2無数にあった。 

くらし面の 3連載『きょう、誰と食べる？4孤食を考える』を読み、当時を思い出した。カップ料理の

レシピは、どれも分量が 1杯分。1人で食べる「孤食」の形態だと気がついた。 

核家族化が進んで単身者も増え、孤食は世界的な傾向になりつつある。英国では成人の約 3 割が 1 人

で食べるとの調査結果も。人気ユーチューバーが料理動画で使うのも、小さな鍋が多い。 

文化人類学者の石毛直道さんらによる『食物誌』に、大正時代の茶わん蒸しのレシピが紹介されてい

る。「鶏卵百匁、煮出汁七合」とあるが、何人前かが書かれていない。石毛さんは 10 人前ぐらいと推測

し、材料の種類だけを記した明治からは進歩したと書いている。 

同著によれば、1970 年代前半に 4 人前が標準になるまでは 6 人前が多かったそうだ。長く 4 人前だっ

た朝日新聞の『料理メモ』は、91年から 2人前や単身者向けも扱うようになった。 

大正から 100 年たち、ついに孤食が主流の時代が来るのか。健康への影響が気になるが、人数が多い

ほど食べる量が増えるとの論文もある。健康的で簡単で安上がりで何人前にも応用できる。ａ)そんなレ

シピはないか。 

出典：朝日新聞 天声人語 2023年 7月 21日 

問１ 傍線部１～４の漢字の読み方をひらがなで記入してください。（1点×4問） 

１．結構（  けっこう    ）       ２．無数（   むすう      ） 

３．連載（  れんさい     ）       ４．孤食（  こしょく   ） 

 
問２ 傍線部ａの「そんな」とは何か。本文の内容に即して、説明してください。（2点） 

 

 

 

 

問３ 日本は、今後孤食が主流の時代が来るのか。あなたの考えを述べてください。（2点） 

 

 

 

 

問４ この本文の内容に適したタイトルをつけてください。（2点） 

 
 
 
 

 

 

（解答例）健康的で簡単で安上がりで何人前にも応用できること 

（解答例）核家族化が進んで単身者も増え、孤食は世界的な傾向になりつつあるため、日本でも孤

食が主流の時代になる傾向にある。 

（解答例）孤食の時代 



 

ペーパーテスト（数的理解） 出題実績❷ 

下のグラフは、乾燥しいたけ、なめこ、エリンギの平成 13年から令和 2年までの生産量の推移を表した
ものです。このグラフについて述べている 3 つの文章について、グラフから読み取れる情報から、A
「正しい」、B「正しくない」、C「どちらとも言えない」のどれが当てはまるかを答えたうえで、その理
由も説明してください。 
 

 

 文章 1  調査年の間に生産金額が最も増加したのは、エリンギである。【解答】2点／【理由】１点 

解答 理由 

A 
スタート時点では、最下位だったにもかかわらず、最終的にはトップの金額とな
っているため。 

 

 文章 2  乾燥しいたけとエリンギの生産金額は、増減の方向が常に一致している。 

【解答】2 点／【理由】１点 
解答 理由 

B 平成 24 年から 25 年など、反対方向に推移している時期が一部にみられるため。 

 

 文章 3  調査年の間、乾燥しいたけの収穫量は、なめこの収穫量を下回ったことがない。 

【解答】2 点／【理由】２点 
解答 理由 

C 生産金額に関するグラフであり、収穫量は読み取れないため。 
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出所：農林水産省「林業産出額確報」より作成



 

 

ペーパーテスト（読解力） 出題実績❸ 

以下の文章を読んで、問１～４に答えてください。 

 

世間が「アレ」で盛り上がるなか、「それ」のことを考えていた。なんのこっちゃだが、人工知能       

（ＡＩ）である。公開中の映画『ミッション:インポッシブル』のシリーズ最新作に登場する主人公の

敵が、「それ」と呼ばれるＡＩなのだ。意思を持ち、人間の心をよむ。 

1暴走した「それ」は 2潜水艦を自爆させたり、3膨大な情報から翌日に起きることを予知したりする。

恐ろしくも興味深いのは、人知をはるかに超えたＡＩに群がる人間だ。権力者は止めるどころか世界を

支配するために利用しようとする。ａ)こんな時代が本当に来るのだろうか。 

『人類滅亡２つのシナリオ』を著した北大客員教授の小川和也さん（５２）は、「もうＳＦの次元で

はないのは確かです」と言う。ＡＩの進歩で「自分の頭で考える機会が減って、人間が退化する危険す

らある」とも。 

最悪の事態を避けるには、「超知能は絶対に生み出さない」という共通の決意が必要だと小川さんは

話す。でも、常に争ってきた人間が、国や文化を超えて団結できますか。恐る恐る尋ねると、「宇宙人

が攻めて来ない限り、無理だと思うこともあります」 

ＡＩについて考えると結局、「人間とは何か」という問いに行き着く。助け合い、広い視点で考えな

がら、人間は進化してきたのだ。エゴを抑える理性や 4倫理観は、生き続けるための知恵でもある。 

冒頭の映画で「それ」は何も恐れず、迷うこともない。そんなＡＩを怖いと感じる自分の心が、いま

はとても大切に思える。 

出典：朝日新聞 天声人語 2023年 9月 20日 

問１ 傍線部１～４の漢字の読み方をひらがなで記入してください。（1点×4問） 

１．暴走（  ぼうそう    ）       ２．潜水艦（ せんすいかん  ） 

３．膨大（  ぼうだい    ）       ４．倫理観（ りんりかん   ） 

 

問２ 傍線部ａの「こんな」とは何か本文の内容に即して、説明してください。（2点） 

 

 

 

 

問３ 今後のＡＩの発展とともに人間はどうなると思いますか。考えを述べてください。（2点） 

 

 

 

 

問４ この本文の内容に適したタイトルをつけてください。（2点） 

 
 
 
 

 

（解答例） 権力者が世界を支配するためにＡＩを利用すること 

（解答例） 人間が自分自身の頭で考える機会が減り、人間が退化する 

（解答例） ＡＩの進歩 



 

ペーパーテスト（数的理解） 出題実績❸ 

下のグラフは、2006 年から 2022 年までの機械受注額の推移を業種別に表したものです。このグラフに
ついて述べている 3 つの文章について、グラフから読み取れる情報から、A「正しい」、B「正しくない」、
C「どちらとも言えない」のどれが当てはまるかを答えたうえで、その理由も説明してください。 

 

 文章 1  2008 年から 2009 年の間に、3 つの業種とも受注額が減少している。【解答】2点／【理由】１点 

解答 理由 

B 非鉄金属の受注額は増加している。 

 

 文章 2  2006 年も 2022 年も、最も受注額が大きい業種は、自動車・同付属品である。 

【解答】2 点／【理由】１点 
解答 理由 

A 2009年を除いたすべての年において、自動車・同付属品が最も受注額が大きい。 

 

 文章 3  2020 年以降、非鉄金属の伸びが著しいのは、同業種の景気が上向いているためである。 

【解答】2 点／【理由】２点 
解答 理由 

C 
グラフからは景気動向は読み取れない。同業種の景気が上向いている要因も否定 
できないが単純に設備の更新期だっただけ等、別の可能性もありえるため。 
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出所：内閣府「機械受注統計」より作成



 

 

小論文 過去の出題テーマ実績一覧 

 

１ 

日本において 18 歳の人口は約 112 万人ですが、昨年生まれた子供は約 80 万人と子供の数は減少傾向です。

今後のわが国では少子高齢化、人口減少が進むと考えられている中、昨年生まれた子供たちが 18 歳になった

ときに ①社会にどのような変化が起きるでしょうか。②また、そのような変化に対するあなたの考えを述べ

てください。 

２ 

地球温暖化に対して「主として人間の活動によるものだ」という意見と「主として間氷期の自然現象だ」と

いう意見が専門家の間でも分かれています。どちらの意見が正しいかわからない中、人間の活動に対してど

のように考え行動すべきだと思いますか。あなたの考えを述べてください。 

３ 

ニュースでさまざまな企業の不祥事が報道されています。①このような不祥事はなぜ起きたと考えられます

か。②また、そのような不祥事の防止にはどうすれば良いと思いますか。具体的な事例を挙げてあなたの考

えを述べてください。 

４ 

最近では電子マネーや QR コード決済といったサービスが普及してきています。今後もますます現金が使われ

る機会が減っていくと考えられています。そうした中、①世の中や私たちの生活はどう変化すると考えます

か。②また、そのような変化に対するあなたの考えを述べてください。 

５ 

買い物をしたときのメリットとしてポイント還元をするお店と割引をするお店があります。①ポイント還元

をするお店と割引をするお店はそれぞれどのような意図でお客様へのメリットを決めていると思いますか。

②また、あなた自身が経営者だとしてポイント還元と割引のどちらを選びますか。あなたの考えを述べてく

ださい。 

６ 

現代は国際化が進んでいるといわれています。遠くの国で起こったことがわが国にも様々な影響を与えるこ

とがあります。そこで、①遠方の国で起こったことがわが国に影響を与える（もしくは与えた）具体的な事

例を挙げてください。②また、国際化が進むことによる良い点と悪い点（問題点）についてあなたの考えを

述べてください。 

７ 

ダイバーシティという言葉は直訳すると多様性という意味です。具体的には、集団において年齢、性別、人

種、国籍、宗教、趣味嗜好などさまざまな属性の人が集まった状態のことを指します。この考え方は組織に

良い影響を与える一方で問題点もあるといわれています。そこで、①ダイバーシティの良い影響と問題点と

はどのようなことがあると考えられるかを述べてください。②そのうえで、ダイバーシティに対するあなた

の考えを述べてください。 

８ 

成人年齢が引き下げられ 18 歳から選挙権が与えられるようになりました。しかし、若い人たちの投票率は低

い状況が続いています。年齢が高い人たちの投票率が高く、若い人たちが選挙に行かない状況が続くことに

よって、①どのような影響があると思いますか。 ②また，このような状況についてあなたの考えを述べてく

ださい。 

９ 

ChatGPT-4 という AI（人工知能）が話題になっています。このような人工知能が発達すると今まで人間がし

てきた仕事が AIに置き換わっていくといわれています。①AIの発達によって仕事や生活にどのような変化が

起きると思いますか。②また、そのような変化によってもたらされる良い点と問題点についてあなたの考え

を述べてください。 

１０ 

電子商取引（e コマース）の市場規模は年々拡大していますが、継続的に成長させていくためにはどのよう

な取り組みが有効であると考えられますか。また、このようなサービスのメリットとデメリットの両方につ

いて、あなたの考えを述べて下さい。 

１１ 
最近、物価高騰という言葉をよく耳にしますが、物価高騰は企業にとってどのような影響があると思います

か。具体例を２つ以上あげ、その理由とともにあなたの考えを述べてください。 

１２ 

ビジネスにおいてマーケティングは欠かすことのできない活動ですが、近年は情報技術の進展に伴いデジタ

ルマーケティングの重要性が高まっています。それはなぜであると考えますか。あなたが考える理由を具体

的に述べてください。 

 


